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２０１１年　今年はうさぎ年です。

さあ　どんな一年が待っているでしょうか。
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ワンステップ飛躍の年にしましょう。

悲惨な状況の中で起こした裁判です。

今一度皆さんの結集を呼びかけます。

女性部としてメッセージ付き団体署名をお願いしています。

各支部でもぜひ取り組みをお願いします。



今年も一年楽しく・明るく・元気に頑張りましょう！！

女性部が頑張れば、病院が明るく・元気になります。

職場の雰囲気も変わります。おいしいものをいっぱい食べて、

いっぱいしゃべって、笑って組合運動を引っ張っていきましょう。

楽しい報告も待っています。

本部・女性部一同、本年もどうぞよろしくお願いいたします。
全医労　　女性部ニュース　No.245　 2011年1月





不利益・雇い止め是正裁判が東京高裁で、３月３０日に判決を迎えます。


1994年に提訴して以来７年近くの歳月が流れました。原告の第１グループの看護師は年間40万円もの賃金の引き下げにあいましたが、多くが頑張って仕事をしています。第２グループの賃金職員だった原告は、あまりの賃金の低さと労働条件の過酷さから泣く泣く辞めていった仲間も多いのです。第３グループの院内保育園の保育士さんたちは、保育園がピジョンに委託されたことによってピジョンの職員となりました。同じ職場で頑張っていた仲間が分断されてしまったのです。








看護師増員署名


～いのちを大切にしたいから


大幅増員・夜勤改善を～


“こなつ署名”も


引き続き奮闘中です！！
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東京高等裁判所 民事第9部 


  担当裁判長 殿 


 


要 請 書 


 


2004年 4月に国立病院が独立行政法人へ移行されました。その時、国・独立行政法人国立病院機構は賃金


職員（第2グループ原告）の雇い止め、常勤職員（第1グループ原告）の賃金の切り下げを強行してきました。


このことは違法だと私達は裁判を起こしました。それから6年と数ヵ月がたちました。 


私たちにとって、非日常的な裁判と言うものがどれだけ大きく負担になっているのか。口では言い表せませ


ん。6年もの長い年月この負担を抱えつつ、他方では生活の基盤である賃金は大きく減らされてしまいました。


そして、第2グループの原告にとっては何の身分の保証もありません。変わらないのは、仕事の内容とそれに


伴う責任だけです。ベテラン看護師（第1グループ原告）の賃金引下げは、経験に裏付けられた看護師の高い


看護技術力を否定するものです。ベテラン看護師が誇りと自信をもって働き続けられるためにも、賃金の切り


下げは納得できません。 


担当裁判長は、憲法 27条で保障された人間らしく働き続ける権利をしっかりと確認できる公正な判決を出


すよう強くお願いいたします。 


 


 


メッセージ 


 
    
住  所 


       
団 体 名 


                        
  代表者名 


 
 
 
 
 
 
 
 
 






